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 ま え が き 

 

 武蔵野市では、市民が自らのまちを自らの手で創りあげていく市民自治の基本に立

ち、市民と行政が一緒にまちづくりを進めていくプロセスを大切にしたいと考えてい

ます。 

そのひとつの手法として、市民と行政が「同じ目線」「双方向」で、地域の課題や

市政全般について率直に意見交換を行う場として、「市民と市長のタウンミーティン

グ」を開催しています。 

この会には、地域のまちづくりの拠点であるコミュニティセンターを会場として、

市とコミュニティ協議会が企画・運営方法を協議し、協働して実施する「地域別タウ

ンミーティング」、テーマを設定して、そのテーマの関連団体にご協力をいただきな

がら実施する「テーマ別タウンミーティング」、そして屋外において実施する「青空

タウンミーティング」がございます。 

今回は、亜細亜大学の学生の皆さんにご協力いただき、「学生がまちづくりに協力

できること」をテーマに「第62回市民と市長のタウンミーティング」を開催しました

ので、その結果を報告いたします。 

今後も、様々なかたちで、皆様との意見交換を行い、市民が主役のまちづくりを進

めてまいります。 

 

武蔵野市長 
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１．発言の要旨 

（１）開会のあいさつ 

 

【市 長】 

 皆さん、こんばんは。今日は楽しみにしておりました。多

くの学生さんに集まっていただきましてありがとうござい

ます。また、今日は亜細亜大学をお借りすることができまし

て、栗田学長、ありがとうございます。 

 タウンミーティングは 62 回目になりました。私は市長に

なってから３期目、10 年目になりますが、市民が主役の市

政を進めようということで、様々な市民参加を行ってまいり

ました。その中で、やはり私自身が地域に出かけていって市

民の皆さんの声を聞き、意見交換をすることを大切にしてお

りまして、これまでに合計 4500～4600 人くらいの方にご参

加いただいています。フリーの時は年齢層の高い方が結構来られるので、できれば、世代を

超えていろいろな方から声を聞きたいということで、時々学生さんを対象に行っています。 

 実は、以前にも武蔵野プレイスで、亜細亜大学の皆さんに協力いただいてやったことがあ

ります。その後、成蹊大学の皆さんに協力いただいて、吉祥寺シアターでもやりました。ま

た、市内に滋賀県の学生寮で湖国寮というのが西久保にあるのですが、そこの学生さんたち

ともやったことがありました。いずれも、この地域に暮らしたり、学校に通っていただいて

いる方ばかりなので、いろいろな視点でご意見をいただきました。私としても大変参考にな

りましたし、その後のいろいろな市政運営にもつながってきたのではないかと思っています。 

 今日は、寮生の方も多いということですので、住民としての視点でも大いにご意見をいた

だけるのではないかと思っています。ここに市民と市長のタウンミーティングと書いてあり

ますが、この市民というのは、必ずしも在住している人だけに限りません。武蔵野市という

のは、どちらかというと昼間人口のほうが多いのです。昼間人口を支えていただいているの

が実は学生であったり、あるいは就業している勤労者の方です。私は広義の意味で市民とい

うのは、そういう方も含めて市民ではないかと思っております。学生の皆さんは全て市民だ

と思っていますので、ぜひ市民の視点でさまざまな声をいただければと思っております。勉

強した一日の後でお疲れのところ申し訳ありませんが、どうぞよろしくお願いします。 

 

【栗田学長】  

 皆さん、こんばんは。市長の今のお話だと、ここにいらっしゃる方全員が武蔵野市民であ

るということで、通学通勤者も武蔵野市のインフラやサービスを利用されていますので、当

然、武蔵野市政に対していろいろ注文をつけられるという立場でございます。ぜひ忌憚のな

い意見を出していただきたいと思います。 

 ちょうど 18 歳選挙権が実現しまして、もう皆さんも立派な有権者ということになります。

最近の安保法制の動きについて、若い人がすごいことを言うなと感心しながら聞いていたこ
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とがあるのですが、もう立派な主権者としての心意気で日本の

未来を考えるというのはすばらしいことだなと思います。 

 日曜日の夜の大河ドラマ『花燃ゆ』では、今幕末から明治に

入っていて、その頃の時代であるとか、朝の連続ドラマ『あさ

が来た』の広岡浅子さんは日本女子大学をつくった方の中の一

人で、三井家に生まれて、両替屋、その後炭鉱の経営を始めた

方で、最近本を読んで、女性としてすごく力のある人だなと思

っていますが、あの頃の明治にかけての人というのは、20代、

30 代の方が相当活躍されています。坂本龍馬のように若くし

て亡くなっている方もいるのですが、日本という国をどうする

のかということを自分の生涯をかけて考えて、しかも考えるだけではなくて行動したという、

そういう人たちの力によって今日の日本の基礎がつくられたと思うと、若い人のパワーとい

うのは非常に大事だと思っています。 

 私も、シニア世代のＮＰＯなどでリタイヤした人が地域にどういうふうに貢献できるかと

いうことを市と一緒にやっているのですが、ＮＰＯや市民活動団体は、どこも高齢化してき

て、若い世代が足りないという共通の悩みを持っていまして、若い世代をどうやって呼び込

んだらいいのだろうと、皆、頭を悩ませています。そういうこともございますので、ぜひ若

い皆さんの感性とセンスで、ここはこうしたらいいのではないかというご意見をぜひいただ

きたいと思います。 

 また亜細亜大学としても、いろいろな機会で皆さんに参加をしてもらって大学をよくして

いきたいと考えておりますので、ぜひご協力をいただきたいと思います。どうぞ今日はよろ

しくお願いいたします。  
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（２）「学生がまちづくりに協力できること」をテーマにした意見交換（要旨） 

 

【市 長】   

まず、今日のテーマに関連して、武蔵野市の取組み等を紹介しますが、時間が足りないので、

後でテーブルごとにディスカッションするときに、市の職員がそれぞれ入ってちょっとアドバイ

スをしてください。今日は議員さんも何人かいらっしゃるので、武蔵野市のことを教えてあげて

いただければと思うので、時々回って入ってください。 

 今日はあらかじめ４つのテーマを設定いただいています。「にぎわう楽しいまちづくり」、「人

と人が支えあうまちづくり」、「環境にやさしいまちづくり」、「災害に強いまちづくり」というこ

とで、いずれも武蔵野市が、今テーマとしている課題です。 

 「にぎわう楽しい」と言えば、吉祥寺には人が

いっぱい来ているじゃないかと思われるかもしれ

ませんが、最近、武蔵境が一生懸命頑張ってまち

づくりに取り組んでいます。亜細亜大学への玄関

口の北口駅前広場も来春完成しますので、ぜひ楽

しみにしていただきたいと思っていますが、その

整備が終わると、武蔵境のまちづくりも一段落し

ます。以前は電車が地べたを走っていて、踏切が

ありましたが、線路が上に上がって踏切がなくな

って、大変回遊性のあるまちになってまいりました。それから、武蔵境では４年前に武蔵野プレ

イスが誕生して、極めて多くの方にご利用いただいています。昨年度は年間160万人、今年はそれ

を上回る利用者数を見込んでいますが、そういう多くの方が来ている、つまりにぎわっている地

域でもあるのです。亜細亜大学もあるし、日本獣医生命科学大学もある、そして、東京外国語大

学とかＩＣＵの学生さんたちも武蔵境駅を拠点にしているということから、若い人が割と多いで

すよね。若者のまちとしては大いににぎわいはあるけれど、果たしてこれでいいのかなというの

をぜひ考えていただいて、提案していただきたいと思っています。もちろん、吉祥寺をもっと魅

力的なものにするためにはどうしたらいいかということもぜひご提案いただけたらと思っていま

す。 

 それから、商店街についてですが、駅前の大規模なイトーヨーカドーなどには多くの方が来て

いただいていますが、地域の路線商店街というのはなかなか厳しい状況です。これは武蔵野市全

体の課題ですけれども、どうしたらそういう商店街がもっと元気になるのかとか、皆さんが通学

路で感じていることなども、いろいろご提案いただけたらと思っています。 

 それから、「人と人が支えあうまちづくり」ですが、武蔵野市というのは、町内会とか自治会が

あまりないのです。地方都市へ行きますと、町会が全市にあって、そのネットワークが組まれて

いて、市のお知らせも伝わるし、あるいは地域の高齢者の見守りとか防災といった、町内会でで

きるところが多々ありますが、武蔵野市は全市域にないので、なかなか苦労しています。町内会

にかわって、コミュニティセンターを中心にコミュニティづくりをしていますが、広く薄くとい

うものなので、なかなか地域の課題解決に至っていません。これからの福祉や、防災、青少年の
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健全育成などを考えると、やはり地域の皆さんの力なくして、取り組みは進みにくいので、この

ような武蔵野市にあって、どうしたら、皆さんにいろいろなところに参加していただいて力を出

していただけるのか、そんなことをぜひ皆さんからご提案いただきたいと思っております。 

 それから、３点目は環境問題です。武蔵野市というのはすごく狭くて、面積が11平方キロメー

トルしかないのです。駅が３つあって、駅から大体２キロメートルの円を書くと大体市が埋まっ

てしまいます。つまり、駅から歩いて行ける範囲に市域がおさまっているということから、大変

コンパクトで効率のいいまちではあります。しかし、緑がありそうで実は全体的にはまだまだ足

りていなかったり、山もなければ川もない、その中でいかに自然的な環境を皆さんに享受いただ

いたらいいのか。それから、どちらかというと高密度の都市なので、消費型の都市です。消費型

の都市がいかに環境にやさしいまちづくりを推進していかなければならないかということも大き

な課題となっています。 

 そこで市では、例えば太陽光発電をたくさん設けておりますし、また、ごみ問題も一生懸命検

討しています。ごみは、量的にも多い状況です。今、１人１日当たり658グラムという量のごみを

出されていますが、この量は、多摩の26市の中ではダントツに多い数字です。ごみをどうやって

減らせるのか、リサイクルをはじめとして、そういう環境にやさしいまちがどのようにしたらで

きるのか、皆さんにどういうふうに協力いただければもっと環境にやさしいまちになっていくの

か、その辺をぜひご議論いただけたらと思っています。 

 それから、４番目の視点は「災害に強い」ということで、武蔵野市は災害に強いまちづくりを

目指そうということで、耐震化などを一生懸命やってきました。先ほどお話ししたとおり、山も

なければ川もないので自然災害が少ない都市なのです。実は地盤も固いほうで、９月に大きな地

震があって、調布が震度５弱というときがありましたが、三鷹市、小金井市、西東京市は震度４

というときに、武蔵野市は震度３でした。たまた

まだったかもしれませんが、武蔵野市は、若干、

周りに比べれば地盤も固くて安全性の高いまちか

もしれません。しかし、想定では震度６を超える

地震も予想しているので、耐震補強がまず第一だ

と思っておりますし、また、建物の中の家具転倒

防止を徹底して、けがのないようにということを

第一優先にしているのですが、耐震化率が想定の

目標数値になかなか上がっていかず、８割を超え

たところで足踏み状態なのです。できれば耐震化率が100％であれば建物は倒れない、家具の転倒

防止も100％であれば倒れないので怪我もしないというまちにしていきたいのですが、なかなかそ

うもいきません。それから、いざというときには、避難所でさまざまな運営をしていただきます

が、避難所の組織もまだ100％整っていないのです。そういうことも含めて、皆さんがどういう協

力ができるのか、役割が担えるのかということもぜひご提案いただければと思っております。 

 今、駆け足で４つのテーマについてお話をしましたが、武蔵野市は住んでみたいまち、吉祥寺

は特にそういう評価があります。それに甘んずることなく、今言ったような課題も解決しながら、

皆さんには、学生が終わっても住み続けてもらいたいし、ぜひ武蔵野市で家庭を持っていただい
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て子育てもしていただければと思っています。そういう視点で、市民の一員として大いにものを

申していただけたらと思っていますので、どうぞよろしくお願いします。 

 

【司 会】  

 皆さん、こんばんは。亜細亜大学経営学部の榎本真美と申します。本日は司会を務めさせてい

ただきますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

 簡単にグループワークの進め方の説明をいたします。各テーブルにそれぞれのテーマが設定さ

れておりますが、流れとしては、まず、こんなまちになってほしい、こんなことをやってほしい

ということを最初に話し合っていただきまして、その後に、それを実現させるためには、自分た

ち学生からどういうことを発信していきたいのか、どんなことができるのかということを考えて

いただいて、たくさん意見を出してみてください。そして、最終的に市長に提案をしていただき

ます。発表の方法としては、模造紙を使っていただいても構いませんし、口頭でも構いません。

リラックスして楽しんで話し合いを進めてください。 

 

グループごとにそれぞれのテーマに沿って議論を行

い、意見を模造紙にまとめた。 

 １・２グループ 「にぎわう楽しいまちづくり」 

 ３グループ 「人と人が支えあうまちづくり」 

 ４グループ 「環境にやさしいまちづくり」 

 ５グループ 「災害に強いまちづくり」  

 

【司 会】 

 １グループ１０分間を目安にして、３分程度で発表していただいて、その後市長から残りの時

間の中で回答していただくという形になりますので、よろしくお願いします。 

 

１．にぎわう楽しいまちづくり  

【１グループ発表】  

私たちが考えるにぎわう楽しいまちづくりというのは、若者が多く、家族連れが多くて、若者

とお年寄りが一緒になってイベントをしたり、外国の人と一緒にやれるイベントがあったりする

ように、たくさんの人と交流ができるということだと思いました。 

 そういうまちづくりをするためには、子どもたちの遊ぶスペースを多くしたり、夏祭りやクリ

スマス会など子どもが楽しめるようなイベントを増やしていくことが大事なのかなという案が出

ました。そういうイベントをするために私たちができることは何だろうと考えた結果、フリーマ

ーケットなど、学生や若者たちとお年寄りの人たちの交流をする場を設けたり、自分たちが学ん

でいる学業を活かして、例えばホスピタリティをやっている人たちは結婚式の企画をしたりして

まちおこしをしていけばいいのかなという案が出ました。 

 武蔵境ではイベントをたくさんしていると思いますが、そのイベントをしているのを知らない

という意見が多く出て、そのイベントを知るための宣伝としてＳＮＳなどのラインやツイッター
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を使ったり、アジア祭などをするときには、すきっぷ通りなどに大きな横断幕を掲げていたりす

るので、そういう宣伝活動をして、地域の人たちに、ああ、今こういうことをやっているんだと

いうことを伝えていけるような宣伝をしていったらいいのかなという案が出ました。 

【市 長】 

 楽しいまちにしようという視点で、いろいろな世代が集まるというのが基本にあって、家族で

遊べたり、若者、外国人の皆さんとも交流できるイベントということですね。ただ、場所に関し

ては、公園など一定の広さを持った場所が必要だと思います。 

１つお勧めの場所としては、武蔵野プレイスです。武蔵境駅の南口にあります。武蔵野プレイ

スの前の芝生広場は、いろいろな活動ができます。若い人も来られるし、子どもも遊べるしとい

うことで、１つのモデルになっているのではないかと思っています。あそこではいろいろなイベ

ントをやっています。朝早くからおじちゃん、おばちゃんたちがラジオ体操をやっています。昼

間も、特にイベントはありませんが、親子連れでにぎわっています。そして、日曜日は月１で、

「さかいマルシェ」というフリーマーケットがあ

ります。季節ものでは、夏に盆踊りとか、先週は

環境フェスタというお祭りもやったし、イベント

広場としていろいろな人に活用いただいています。

そういうイベントでは、実は亜細亜大学の吹奏楽

団の皆さんが演奏してくれて、いろいろ盛り上げ

ていただいています。プレイスは武蔵境の一つの

拠点だと思っています。 

さて、いろいろイベントはやっているけれど、

なかなか伝わらないという話でした。それが難し

いのです。市ではもちろん、ホームページをはじめとして、例えばフェイスブックもやっていま

すし、ツイッターもやっていますので、ぜひそれをつなげていただきたいと思います。それから、

武蔵野市全体の観光的なイベントは、武蔵野市観光機構というところで、やはりフェイスブック

等でお知らせをしているので、ぜひそういうものを見ながら皆さんで一緒に来ていただければあ

りがたいなと思っています。 

 武蔵野市の情報というのは、あまり直接アクセスしていないと思いますので、まずは市役所の

フェイスブックなどで情報を得てみてください。 

【２グループ発表】 

 私たちのグループでは、活気のあるまちというのをテーマに意見を出しました。そこで考えた

のは、国際交流のためのイベントなどや子どもとのふれあいです。活気のあるまちといったら、

子どもがいるとにぎわい、彩りがあると私は思いました。例えば、一緒にバーベキューをして、

その後ごみの分別講座をやって自分たちで体験してごみの分別を学ぶ。まちでずっと暮らしてい

くなら、ごみの分別が定着したほうがいいと思うので、どうかなと考えました。 

 あと、すきっぷ通りの商店街で大学生が短期のアルバイトをして、インターンシップみたいな

ものをやらせていただくといった職レポ（職業レポート）です。商店街で働いてみなければわか

らないことがたくさんあると思うので、やってみて楽しかったこととか、このまちにはまだまだ

さかいマルシェ 
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こういう商店街のお店がありますよとか、自分で発信できたらと思って、職レポを考えました。 

 あと、食べ物の食レポも考えて、武蔵境にはラーメンとかおいしい食べ物がいっぱいあります

ので、学生によるＳＮＳなどの情報発信力を使い、自ら足を運んで宣伝していけたら、もっと武

蔵境のいいところを皆さんにわかってもらえると思います。 

 その点で、武蔵境のラインのアカウントを作ったらいいかなと思います。広告は駅などにたく

さん貼ってありますが、目にとまる人は少ないと思います。ラインなら９割ぐらいの方がやって

いると思いますので、武蔵境のラインの公式アカウントを作ってもらって、そこで今月のイベン

トとか、武蔵境にできたカフェをおすすめしたり、図書館でこういうイベントをやっているので

来てくださいとか、ASIA PLAZAでこういうことをやっていますという情報があれば、もっと目に

とまるのではないかと思いました。 

 あと、亜細亜大学は国際交流が盛んで、留学生もたくさんいるので、留学生がもっと日本人と

触れ合えるような交流のイベントも増やせたら、まちの活性化にもなるのではないかと思います。 

【市 長】   

ありがとうございました。先ほどのグループもそうでしたが、いろいろな人が集うまちという

のは、にぎやかさにつながっていくのではないかと思います。特に子どもというくくりを出して

いただきました。子どもは、小さい子だとお母さんが連れてくる、お母さんが来るとお父さんも

来るとか、いろいろな人を一緒に呼び込んでいく役割もあるのではないかと思うし、子どもがに

こにこして遊んでいる姿というのはすごく癒されますよね。だから、子どもたちが来られるよう

な環境を考えていくというのも、にぎわいの１つのやり方なのかもしれません。 

 それから、バーベキューというのは、皆さんどこでやるのでしょうか。小金井公園か武蔵野中

央公園ですかね。都立公園の中ではバーベキューはＯＫになっているので、そういうところに行

かれるといいですね。できれば、自分たちのグループだけでなく、隣のグループと交流をしたり、

そういう一歩進んだつながりができてくると、輪が広がっていくのではと思います。特に亜細亜

大学の皆さんは、外国から来られた方もいっぱいいるので、そういう外国の食べ物や文化をお隣

のグループに伝えていただくとか、そういうことでつながりが広がっていくのかなと思っていま

す。 

 それから、職レポというのは、職業のレポートですか。仕事をして、その様子をレポートして

みんなに伝えるということですか。 

【２グループ】 

 はい、そうです。職業を自分で体験して、こういう仕事でしたよとか、こういうお店がありま

すよというのを自分で発信して伝えていくイメージです。 

【市 長】 

 武蔵野市内でバイトをしている人は、この中にも結構いると思います。どういう仕事かわかり

ませんが、飲食関係が恐らく多いですよね。つまり、日本の外食産業は学生によって支えられて

いるといっても過言ではありません。どこへ行ってもみんな学生バイトです。バイトは、ぜひこ

れからも続けていただきたいし、特に先ほどの提案ですと、すきっぷ通りに行って、そこでいろ

いろ経験して、それを発信していく。できればいいところを発信していただければと思いますね。

そうすると、他の学生さんたちにもつながって、すきっぷ通りはおもしろそうだなと感じて実際
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に行っていただくと、だんだんと活気が生まれてくるのかなと思うので、地元のいろいろなお店

に行っていただきたいと思います。また、地元の学生さんを使ってくださいということはぜひ言

っていきたいと思っています。 

 それから、模造紙に書いていただいた、武蔵野ツ

アーをやったらということですが、なかなか自分で

探すのは苦労する場面があります。先ほど紹介した

武蔵野市観光機構というところでは、徐々にこうい

う取り組みを進めています。今は吉祥寺を中心にし

たツアーを月１回ぐらいでやっておりますが、先日

はこの武蔵境から戦争の遺跡を巡るという、平和を

巡るツアーというものもやっていただいたので、こ

の先はまちごとにいろいろ魅力的なものを、皆さん

から紹介していただいて巡るようなツアーも考えていきたいと思っています。ぜひ皆さんには、

ガイドをしていただく側になっていただくとおもしろいと思いますし、その中で亜細亜大学の何

かおもしろいところを案内するとか、そういうこともやっていただくと、亜細亜大学と地域がま

すますつながっていくのではと思います。 

 それで、武蔵境のラインのアカウントをご提案いただいていますが、ツイッターでは独自にや

っている武蔵境ニュースというのが幾つかあります。難しいのは、市役所が直にやるとなかなか

出せない情報があります。おいしいお店はどこというのは、特定のお店をひいきすることになっ

てしまうので、市役所は出せないのです。なので、これは市ではなくて民間の皆さんや、ＮＰＯ

の方にぜひやってもらいたいなと思っています。 

 ちなみに、武蔵境の活性化委員会というのがあって、これには亜細亜大学の皆さんにも時々参

加していただいていて、境ニュースというのを編集いただいていたりしています。そういう情報

もインターネット経由でいろいろ提供しているので、ぜひ一度アクセスしていただいて、逆にそ

ういう情報発信の場にも皆さんに協力いただければうれしいなと思っています。実際その場所に

行かなくても、皆さんは手元でいろいろ情報発信できると思いますので、そういう形でのまちづ

くりへの参加というのは学生さんは大いにあり得るのではと思っています。 

 

２．人と人が支え合うまちづくり  

【３グループ発表】 

 皆さん、こんばんは。私たちのグループは「人と人が支えあうまちづくり」について考えまし

た。最初に考えていたのは、やはり出会いの場をつくらなければ人と人の知り合いがなくて、支

えあうことができないということです。市でも今、人と人の出会いの場をつくるイベントを多く

なさっているということですが、やはり、市報とかで情報を流しているだけで、多くの人に知ら

れていないということが問題だと思っていて、イベントの情報をどうやって広めるかというとこ

ろが一番大きな課題だと考えています。 

 そして、違う世代と交流することが少ないという現状も見られると思います。例えば、大学だ

と大学の友達とか、同じ若い20代の人とコミュニケーションをするだけで、40代ぐらいの人など
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とコミュニケーションするチャンスが少ないということです。そこで考えたのが、赤ちゃんの写

真コンテストです。親も一緒に行くという形で、親の間でコミュニケーションもできますし、あ

と家族が一緒に参加する形で、いろいろな世代の人も参加できるのではないかと思います。 

 ２番目は、フリーマーケットを開催するということです。グループの中のメンバーも武蔵境で

探していましたが、なかなか見つからなくて吉祥寺しかなかったということでした。フリーマー

ケットは、実は学生に対してもすごくいいイベントではないかと思います。新しい学期が始まる

とき、新しい寮に住むことによって、デスクとか、椅子とか、いろいろなものが必要になります。

私も日本に着いたばかりのときに、自分のデスクとか椅子とかを買ったのですが、１週間ぐらい

後で寮から出る子がいまして、家具が不要になりますからだれか要らないかと聞かれたことがあ

りました。そういうときは無駄になるものが多いのではないかなと思いますので、フリーマーケ

ットによってリサイクルできますし、出会いの場にもなると思います。 

 それから、スポーツ大会もいいイベントではないかと思います。そこで学生としてできるとし

たら何だろうと考えましたが、亜細亜大学だと亜大ポータルという亜細亜大学生用のポータルサ

イトがありますよね。皆さんも、そういうお知らせがいっぱい入ってくるからよくご覧になると

思いますが、そういうところで、例えば武蔵境のイベントの情報を流すことができるとしたら、

もっと多くの人に知らせることができると思います。そして、亜細亜大学だけではなくて、武蔵

野市の大学が連携して、その中で皆さんがちゃんとそういう情報を見られるようにできるといい

と思います。 

 大学生は勢いもありますし、企画とか宣伝とかでも協力できるところがいっぱいあると思いま

す。例えば、宣伝のところについて、それぞれの大

学の中では美術部とか絵のうまい人もいますし、ポ

スターとかのデザインもできる子がいると思います。

今の宣伝方法では、イベントの情報が充分に広がっ

ていないということなので、例えば大学の人がちゃ

んとポスターをつくって、駅の前に大きく貼りだし

たら、電車をおりるたびに多くの人が必ず見ると思

いますので、もっと多くの人との出会いが可能にな

っていくのではないかと思います。 

【市 長】 

 出会いの場をつくるきっかけとして、模造紙でもいろいろ提案いただきました。赤ちゃんの写

真コンテスト、フリーマーケット、スポーツ大会ですね。実は赤ちゃんの写真コンテストはずっ

と長くやっていたのですが、毎年同じような感じになってしまっていたので、一旦休止にしてい

ます。今は募集をしていないのですが、確かに赤ちゃんの写真が揃うと、みんなにこにこ顔にな

りますよね。そういう写真展をやると人が集まるので、確かにそういうきっかけにはなり得るな

と思います。 

 それから、フリーマーケットは、実はいろいろなところでやっているのですが、４月にやると

いうのはあまりないかもしれませんね。先月もやっていたし、コミュニティセンターの文化祭の

中でフリーマーケットをやるのですが、６月、７月くらいからやっていて、確かに学生さんにと
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っては４月というのは変わり目なので、そういうものがあると助かる場合もありますよね。亜細

亜大学の学生の皆さんが主催をされて、地域に呼びかけて、ぜひやってくださいということを言

っていただくと、結構皆さん来ると思います。市役所でも、24年度まではクリーンセンターとい

うごみの焼却場でフリーマーケットをやっていたのですが、出店したいという人がいっぱいいて、

抽選でやっていたぐらいです。ぜひ４月限定、学生対応のフリーマーケットとかそういうのを企

画していただくといいと思います。今は市が主催のものは行っていないのですが、ごみ総合対策

課というところがやっていたので、相談していただいて、ぜひやっていただきたいと思います。 

 それから、武蔵野市の大学の連携、これは私も期待しています。武蔵野市内には亜細亜大学の

他に成蹊大学と日本獣医生命科学大学があって、あと隣接して東京女子大学と武蔵野大学があり

ます。この５つの大学は、武蔵野地域自由大学というかたちで連携をしていただいています。市

民の皆さんの生涯学習の場として授業を提供いただいたりしているので、ぜひこれからもそうい

う市民との関わりをつなげていただきたいのですが、一方で学生同士の連携というのもこれから

大いに進めていってほしいと思います。それは市がやるのではないかもしれませんが、学生会と

か、そういう組織の皆さんが、みんなで楽しいことをやろうじゃないかと言っていただければ、

市は大いに応援できますので、何か考えていただければと思っています。 

 ちなみに、今、亜細亜大学と武蔵野市、成蹊大学と武蔵野市は包括連携協定というものを結ん

でいて、何でも助け合いましょうということは合意できていますので、何か発信することがあれ

ば、武蔵野市から成蹊大学へつなぐことができます。ましてや、栗田学長は、実はボランティア

センターの代表をやられていた方で、地域のつながりをすごく持っている方なので、学長先生に

ご相談いただくのもいいのではないかと思います。大学の連携、特に学生の連携は皆さんが主体

になってつないでいただければと思っています。何かおもしろいことをやってください。 

 その中で、学生のつながりだけでもいいですが、おじさん、おばさんたち、あるいは子どもた

ちも招いていただくと、いろいろな世代が交流できるイベントになっていくと思います。イベン

トも地域のベテランの方が企画するイベントだと、なかなか皆さん行きづらい面があると思いま

す。皆さんが主体となってやるイベントは、皆さんが必ずいらっしゃるので、そこに高齢の世代

も、あるいは子どもたちも割と参加しやすいんじゃないかなと思います。そうすると、違う世代

との交流が進んでいくと思いますので、ぜひそんなことも提案いただければと思います。 

 

３．環境にやさしいまちづくり  

【４グループ発表】 

このテーマについて、主にたばこのポイ捨て、ごみの削減、公衆用施設と都市緑化の３点につ

いて意見が出ました。まず、たばこのポイ捨てについてですが、喫煙所をふやしてポイ捨てを禁

止していこうという案が出ました。自分たちでできることとして、１つ思いついたのが、亜細亜

大学の学生がポイ捨てを減らすポスターなどをつくるということです。 

 次に、ごみの削減について出たのは、市全体でごみ削減についてのキャンペーンを行うという

ことです。これは市によるごみの削減目標の作成と、その削減目標の市民への周知です。キャン

ペーンに協力をしてくれた市民に何かしら市からのフィードバックを行えば、さらに協力してく

れる市民が増えると思います。学生ができることとしては、タバコのポイ捨てと同じで、ポスタ
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ーを作成して、市民へ周知できれば良いと思います。 

 次に、公衆用施設と緑地化ですが、市指定の緑化区域を作るという意見が出ました。例えば、

市営マンションの屋上などを緑化するとか、亜細亜大学の使われていない屋上を緑化するという

ものです。亜細亜大学の屋上を緑化するのは、亜細亜大学の学生ができるのではないかと思いま

す。 

 もう一つ、公衆用施設についてですが、公園などに設置されている公衆トイレなどの清掃を市

と学生が協力をしてやっていくという意見です。公衆トイレの清掃をすることによって、公園の

安全や利用者の増加につなげることができると考えました。きれいにしただけで終わってしまっ

ては、また汚くなってしまうと考えたので、きれいにした後のトイレをきれいに使い続けられる

ように管理や広報を亜細亜大学の学生が行っていくということです。ポスターをつくるのも良い

と思います。 

【市 長】 

 たばこやごみ、それから緑化の問題について、指摘、提案をいただきました。武蔵境駅周辺と

いうのは、路上禁煙地区になっています。ただ、駅をおりて、たばこを吸いたいなという人がい

らっしゃるので、マナーポイントという場所を設けて、たばこを吸える場所を決めていました。

ところが、煙というのは真上に行かずにいろいろな風向きで流れてしまうので、そばを通る人に

とっての受動喫煙の問題を解消するため、武蔵野市では２年前にマナーポイントを廃止しました。

屋外にたばこの吸える場所をつくっても、煙というのはどんどん流れていくので、屋外の設置は

なかなか難しいと思っています。しかも駅前というのは多くの方が来られる場所で、人の密度も

高く、どうしてもそういうアウター型の喫煙コーナーというのは難しいなと思っています。吸わ

れる方もいるということは否定しませんので、今、

ＪＴ、日本たばこ産業の皆さんにも相談をしてい

ますが、ぜひインナー型の喫煙所ができないかな

という投げかけをしています。それは周りを歩い

ても煙を吸わなくて済みますから、そういうのを、

公衆喫煙所的な感じでできないかなということで

呼びかけていますが、なかなか日本たばこ産業さ

んはつくってくれないですね。 

 それから、ポイ捨てについてですが、これはマ

ナーの問題だと思います。たばこを吸う方だって、自分の灰皿を持って吸う方はたくさんいらっ

しゃいますが、たばこを投げ捨てることはマナー違反だと思っていますので、それは徹底的に厳

しく指導しなければいけないと思っています。亜細亜大学の皆さんがそういうポスターをつくっ

て、かつ、道中見つけたら注意していただくとより一層いいのではないかと思います。ぜひそう

いう運動もしていただき、亜細亜大学と武蔵境駅の間はたばこは吸わないとか、マナーアップ通

学路などの取り組みで協力いただければありがたいと思っています。 

 ごみの問題はなかなか難しくて、武蔵野市はなぜごみが多いのかいろいろ調査をしますと、そ

の分、ものを買っているんです。消費額とごみの量というのはやっぱり比例するようですので、

いたし方ない面もありますが、少なくともリサイクルできるものは徹底してリサイクルする。皆
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さんも何かを買うとプラとかいろいろな表示を目にすると思います。そういうものは全部リサイ

クルとして、武蔵野市では無料で引き取っています。有料ごみというのは、燃やせないごみと燃

やすごみですね。グリーンの袋に入れて出してもらうことになりますが、それ以外のものはリサ

イクルなので、ぜひ分別して、燃やすごみとか燃やせないごみの量を減らしていただきたいと思

っています。それが大きな課題です。 

 それから、どうしても食べ物の容器がいっぱい出てしまいます。コンビニで買うと必ずそうい

うプラごみがいっぱい出てしまうので難しいですが、なるべく容器が少ないものを買うとか、お

店にも、なるべく過剰な容器は減らしてくださいという話をしています。皆さんも、過剰な包装

やレジ袋はなるべく辞退していただいて、マイバックに直接品物を詰めるような、一つ一つ小さ

いことですが、そんな工夫をしていただけると、全体としてごみの量が減ってくるのではないか

と思っています。 

 次に、緑化の問題ですが、この辺は緑が比較的多いですよね。農地もありますので、豊かな環

境ではあるのですが、これを守っていくということが実に難しいんです。木はいいけれども、落

ち葉は嫌だよという人が結構います。家の前に落ち葉が落ちていると、市役所に電話がかかって

きて「早く落ち葉をどけてよ」という言い方をされます。落ち葉を処理するのにどんどん税金を

使っていいのか、あるいは各ご家庭で皆さん方がちょっとずつ家の前を掃除していただくのがい

いのかというと、できれば協力していただくほうがいいのではないかと思います。そして、でき

れば掃いた落ち葉はごみとして燃やすのではなくて、落ち葉の堆肥化につなげていきたいと思っ

ています。落ち葉をずっとためて腐らせていくと、それは畑の肥料になっていきますので、そう

いう循環型の社会をもっと進めていきたいと思っております。 

 また、屋上緑化ですが、なかなか地面には木を植える場所が少ないという中で、建物の屋上緑

化というのは期待されるところであります。ただ、これもお金のかかる話です。亜細亜大学には

屋上緑化が一部あるということですが、その世話を学生の皆さんがしてくれると、大学はすごく

助かりますよね。そういう緑を推進するグループや、緑守り隊などをつくってもらって、学校の

敷地の中の緑の維持管理にもご協力いただくと、すごく学校は助かるのではないかと思います。

そういう費用を皆さんの研究活動などにつなげていけると思いますので、そういう活動にもぜひ

積極的に取り組んでいただければと思います。 

 

４．災害に強いまちづくり  

【５グループ発表】  

私たちのグループでは、「災害に強いまちづくり」について話し合いをしました。 

 まず、意見として一番多かったのが、「わからない」という声で、まず、避難場所がどこにある

のかわからないです。実際に亜細亜大学の中で避難訓練を数回行ったことはありますが、災害が

起きたときに私たちが亜細亜大学にいるとは限らないので、武蔵野市内にいるとき、ほかの場所

ではどこに避難場所があるのかとか、実際、亜細亜大学は避難場所ではないということも教えて

いただいたので、ではどこなのかということと、あとは避難訓練が市として実施されているのか、

災害被害、あと耐震強度、実際に災害が起きたときにどういう対応をすればいいのか、どれぐら

いの被害が予想されるのかわからないという声が多く上がりました。 
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 ほかには、近所づき合いをもっとよくしたり、お年寄りがどこに住んでいるのか把握すれば、

私たちの若い世代が何か協力できることがあるのではないかということと、外国人も武蔵野市に

は多く住んでいるので、よく武蔵野市の防災無線を聞きますが、あのアナウンスは日本語なので、

わからない外国人もいるのではないかという指摘の声もあがりました。 

 市にしてほしいこととしては、情報公開をもっとしてほしいという声があがりましたが、一緒

に話し合いに参加してくださった議員さんから、実際には武蔵野市

は防災ハンドブックや防災マップを作成していたりして、災害対策

をしっかりしている。でも、私たちは知らない人が多いということ

がわかったので、もっと私たち自身が災害情報に興味を持ったりし

なければいけないなと思いました。でも、大学生は特に地方から上

京している人が多くて、そうなると実際の災害を経験した人として

いない人とでは興味の差とか意識が違ってくるので、大学生に向け

て今までの大震災について学ぶ機会を設けたり、セミナーなどで大

学が宣伝に回ったり全面協力したり、もっと若者の使う情報網を使

って情報を発信していってほしいなということで意見がまとまりま

した。 

【市 長】  

 冒頭にお話ししましたが、武蔵野市は安全なまちづくりをもっと進めようということで、まず

は建物が倒れないように耐震化の取り組みを推進しています。亜細亜大学も、まずは建物の安全

性ということを最優先にいろいろ検討されていると思います。地震が起きた、すぐ逃げろではな

くて、まずは自分の命をどうやって守るかだと思っています。ちなみに、今想定されている地震

では、例えば亜細亜大学の建物が倒れることはまずありませんが、机が倒れたり、スピーカーが

落ちてきたりという、そういう落下物、転倒物でけがをする可能性があるので、それに注意をし

て身を守っていただきたいと思っています。 

 次に、どこに避難したらいいのか。大学の場合は、建物が安全であればほかに行く必要はない

です。学園内での放送やいろいろな情報を聞いて、その指示に従っていただきたいと思います。 

 万が一、避難が必要な時というのはどういうときかというと、例えば火災が発生したようなと

きですね。大きな火災が発生して、その火の勢いがなかなかとどまらないときは、避難所に逃げ

ていただきたいのですが、この地域であれば小金井公園が広域避難場所に指定されていますから、

そこに避難をすることになってきます。 

 地震の揺れは一旦おさまっても、いつまた余震が起きるかわからない、建物も壊れているとこ

ろがある場合に、今度は避難所に避難することになります。家に帰れず、数日間これから避難所

生活をしなければいけないというときには、武蔵野市では避難所を20カ所指定しています。武蔵

野市立の小学校12校、中学校６校、それに、都立武蔵高等学校、都立武蔵野北高等学校の２カ所、

合計20カ所を避難場所として、１週間程度の避難生活をしていただく場所として指定をしており

ますので、万が一、家に帰れなくなったという場合、その避難所に行っていただきたいと思いま

す。どこでもいいですが、ここから行くとしたら一番近いところは第二小学校、あるいは桜野小

学校、第二中学校、武蔵高校になりますので、近くの避難所に行っていただければと思います。 

防災ハンドブック 
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防災訓練 

 ただ、武蔵野市はもちろん避難所の運営を大いに考えていますが、避難所に行かなくとも安全

な場所での避難生活をしていただけるような、そんな支援の考え方、つまり在宅避難という形も、

今、行っていて、それが実は一番精神的にはいいんですね。いろいろな大震災での避難所の暮ら

しを聞いていると、避難所で具合が悪くなったという方も多々いらっしゃいます。固い床で慣れ

ないところで日々を送るよりは、住み慣れた家で避難していただいたほうが、肉体的にも精神的

にも非常に安定するので、むしろそちらのほうにシフトしていきたいと思っているので、在宅で

の避難生活ができるようなやり方を、今、考えています。例えば、避難所もそうですが、あるい

はコミュニティセンターなどにもいろいろな物資を置くことになっています。物資というのは、

避難生活に必要な食料や水などを置くので、そこに取りに行っていただいて、安心できる場所で

避難生活をしていただくということを推奨していきたいと思っています。 

 それから、取り組みが遅れているのは、外国人の皆さんに対する防災のさまざまな情報提供で

す。例えば、防災ハンドブックでも、基本は日本語でしか書かれていないので、国際交流協会（Ｍ

ＩＡ）のほうで訳してもらうことも考えております。ＭＩＡは武蔵境にありますが、そこでも外

国人の皆様に対する防災の取り組みというのを、いろいろ検討いただいています。 

 武蔵野市は、災害に対しては極めて取り組みを進めているつもりです。その辺の情報をこちら

からも発信していきますので、ぜひ皆さんも受け身の姿勢ではなく、積極的に聞いていただけれ

ばありがたいなと思っています。 

 避難訓練についても結構実施しています。地域ごと

に避難訓練もやっておりますし、最近では10月25日に、

武蔵野市の総合防災訓練というのをやりました。先ほ

どご紹介した武蔵野市内の全20カ所の避難所で避難所

設営訓練も行いましたし、メイン会場でありました第

一中学校では、消防署のいろいろな救出訓練などもや

りましたし、今回新たにペット対応訓練や、聴覚障害

者、耳が不自由な方の避難訓練とか、いろいろ工夫を

してやっております。年間を通じていろいろなことを

やっておりますので、ぜひそこにもちょっと様子を見に来ていただければと思っています。 

 ちなみに、１月17日には災害ボランティア訓練を市民文化会館で行うことになっています。ボ

ランティアとしてどんなことが災害時にできるのか、そういう訓練にも来ていただければわかる

かなと思います。 

 いずれにしましても、亜細亜大学の学生さんにおかれましては、まず身の安全を確保されたら、

地域にも力をいただきたいと考えています。この周辺地域には住宅団地もありますし、その住宅

団地は、高齢化率が極端に高くなっています。お年寄りが住んでいる、かつお年寄りのひとり住

まいも多いといった課題もあるので、皆さんには、どうですか、大丈夫ですかという見守りをや

っていただくとありがたいと思っていますし、避難所でもいろいろお世話をしていただいたり、

そういうことも含めて、学生の皆さんが地域の防災に対しての関わり合いを持っていただくと、

地域としてもすごくありがたいし、助かるなと思っておりますので、今後一緒に相談させていた

だければと思っています。 
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５．全体を通じて  

【司 会】  

 全体を通じて何か質問等がありましたら挙手をしていただければと思います。今、話し合って

いただいたテーマ以外でも、武蔵野市について何か質問はございますか。 

【ご意見】 

 もしも私たち学生が自分たちでできることを考えて、有志で何人か集まって、それこそ防災で、

自分の命を守った次には私たちはこの団地の人たちを守りに行きますとか、バーベキューからの

ごみ分別セミナーを大学生主体でやってみますとか、そういうのを企画するとしたら、市にはど

うやって相談すればいいか。 

【市 長】  

 今日、タウンミーティングを担当している市民活動推進課の誰でもいいです。皆さんの窓口に

なりますので、何でもいいので聞いてください。あるいは、ＭＩＡのスタッフの方に相談いただ

いても市役所につながっていきます。もちろん、市長宛てでも構いませんが、私もその辺を歩い

ていますから、気軽に声をかけてください。 

【ご意見】  

 武蔵野プレイスの３階に市民活動フロアがあるが、あそこの方に相談してもよいか。 

【市 長】  

 大丈夫です。市役所につながっていくので、相談してください。 

【ご意見】  

 大学と市との協定以外に、高校などと何かやっていたりするのか。私は地方出身で、私が住ん

でいたまちは、高校の園芸部から花をもらって、駅前に植えていたりしていたので、高校とか中

学校、小学校との連携は何かやっているのかなと思った。 

【市 長】  

 大学は地域にいろいろ参加をいただいています。亜細亜大学にもいろいろなイベントに協力い

ただいていますが、高校はあまりないです。ただ、例えば都立武蔵高等学校の皆さんは、幼稚園

に行って子供たちとの交流をしていただいたり、福祉施設に行って演奏していただいたり、個々

にやっていただいています。多分、都立武蔵高等学校だけでなく、吉祥女子高等学校や藤村女子

高等学校の皆さんも地域のいろいろなイベントにも参加、協力いただいていると思いますが、市

役所と高校が直接連携するというのは少ないかもしれません。 

【ご意見】  

 私は今３年だが、今日参加してみて、１年のときから聞いておけばよかったという話題があっ

たので、ぜひ１年生に向けて、４月とかにこういう意見交換会を市でやってくれたらうれしいと

思った。 

【市 長】  

 さっきも４月にフリーマーケットというご提案をいただきましたが、学生生活がもう半分過ぎ

た時期ではなくて、スタートの時点でいろいろ地域でこんなことをやっていますとか、そういう

ことが必要ですよね。入学直後にそういう機会がありましたら市の職員を派遣いたします。私も

来て、市の宣伝とかイベントの紹介とか、ぜひさせてください。いい提案ですね、ありがとうご
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ざいました。 

【ご意見】  

 ＭＩＡに結構参加している。ＭＩＡ以外にも、コミュニティセンターがあるということだが、

実際に行ったことはないので、ＭＩＡとコミュニティセンターで連携がとれているのかどうかを

知りたい。 

【市 長】  

 多分、あまり連携はとれていないです。コミュニティセンターには直接行っていただいて大丈

夫です。亜細亜大学の川の向こう側に西部コミュニティセンターがあります。小さな体育室があ

って、そこでバドミントンの練習などで、結構亜細亜大学の皆さんにはご利用いただいています。

それから、イベントの時にも演奏とかをしてもらっているので、知っている人は結構利用してい

ると思います。一度友達と行ってみてください。 

【ご意見】  

 ＭＩＡのほうは留学生が多いし、ＭＩＡの行事ごとに亜細亜大学からボランティアの学生さん

たちが参加しているので、行きやすい雰囲気がある。コミュニティセンター側の人たちもＭＩＡ

に参加できれば、外国人との連携がもっととれるのではないかと思う。 

【市 長】  

 いい提案だと思います。では、お願いがあります。今度、武蔵野国際交流まつりがありますよ

ね。その宣伝をコミュニティセンターへ行ってしてきてください。 

【ご意見】  

 宣伝に行きたいけれど、今年は自分自身が参加していないのでちょっと難しい。 

【市 長】  

 いやいや、ご自身が参加されなくても、こういう日に国際交流まつりがあるから、ぜひ皆さん

で来てくださいと、それは言えるでしょう。そういう宣伝をすることによって、来ていただける

きっかけになると思います。それでいろいろなお話ができると思います。何もなくて行ってもな

かなか話ができないかもしれませんが、武蔵野国際交流まつりがありますということをきっかけ

に、このコミュニティセンターではどういうお祭りがあるんですかと聞いたりして、コミュニケ

ーションのきっかけづくりになると思うので、そういうものを持っていくといいと思います。 

【司 会】  

 ありがとうございました。では、時間も迫ってまい

りましたので、意見交換は終了させていただきます。 

 本日は市長にお越しいただき、また、市役所の皆さ

んにも来ていただきまして、貴重なお話がたくさん聞

けたと思います。また、学生同士で武蔵野市はこうい

うところだよねとか、もっとこういうことをしていっ

たほうが市がもうちょっと活性化するのではないかと

いう話をして、お互い刺激にもなりました。先ほど私

たちのグループの中でも出てきましたが、自分たちがもっと武蔵野市について知ることが必要で、

そして武蔵野市はやっぱり誇れるまちだよねという気持ちになれたらいいなと思いました。 
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（３）閉会のあいさつ 

 

【市 長】 

 楽しい時間はあっという間に過ぎてしまいましたね。これからもっと内容を深めて意見交

換ができるのではと思いました。ぜひ、これをきっかけに地域にも関心を持っていただきた

いと思いますし、皆さんは大切な武蔵野市民の一人だと思っていますので、皆さんがここで

学び、生活をするためにどうしたらいいのかというのを、これからもいろいろ提案いただき

たいと思います。 

 今日の皆さんからの意見でなるほどなと思ったことは多々ありました。一つ反省をすると、

やはり情報がいまいち皆さんに伝わっていないということです。武蔵野市もいろいろな媒体

を使って情報提供をしていますが、それがなかなか伝わっていないと思いますので、ＳＮＳ

とか、皆さんが日常的にコミュニケーションツールとして使っているものも大いに活用しな

がら、多くの情報を皆さんに発信していきたいと思っています。皆さんも、武蔵野市はおも

しろいことをやっているらしいなではなくて、それにアクセスしてもらって、ぜひいろいろ

な場所に出かけて行っていただきたいと思います。皆さんが動くということは、実は地域の

コミュニティづくりにつながっていきます。コミュニケーションが増すことになりますし、

いろいろな面で地域の力が増していくと思っています。皆さんは学生ですので学ぶことが第

一だと思いますが、ぜひこの武蔵野市をこれからも楽しんでいただいて、亜細亜大学で勉強

したぞ、卒業したぞ、武蔵野市でいろいろ楽しんだぞということをこれからも誇りに思って

いただきたいなと思っております。市役所にはいっぱい情報がありますので、市役所にも来

てくださいね。 

 今日は本当にありがとうございました。 
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番
号

分
類

ご　意　見 市の回答・対応方針

1

にぎわいのある楽しいまちづくり
のために、子どもたちの遊ぶス
ペースを多くしたり、夏祭りやクリ
スマス会など、子どもが楽しめる
イベントを増やしていくことが大
切だと思う。
また、地域の人にそれを知らせ
るための宣伝活動をしていったら
いい。

武蔵境地区は他の駅圏と比較して子どもが多く、商店街振興のイベ
ントにおいても、必ず子どもを対象とした要素が含まれています。引き
続き、取り組みを支援していきます。

毎年、子育てフェスティバルを開催しており、多くの方が家族連れで
来場されます。また、0123施設や保育園をはじめ多くの施設で、子育
て家庭に向けたイベントや講座を開催しています。

広報についてはホームページや市報だけでなく、フェイスブックやツ
イッターなど様々な媒体を通じて積極的に発信していきます。

2

学生が、フリーマーケットなどで
地域交流をする場を設けたり、
学んでいる学業を活かした企画
をしてまちおこしをしていくのはど
うか。

武蔵境活性化委員会及び一部の商店会では、亜細亜大学と協力し、
地域活性化の取り組みを実施しています。それらの取り組みがさらに
発展するよう、市では武蔵境活性化委員会及び商店会に対し、引き
続き支援を行っていきます
行政主導で開催するフリーマーケットは、その役割を終えていると考
えますが、地域交流という視点で学生イベントとして実施することは一
定の意義があることと考えています。

3

子どもと一緒にバーベキューをし
て、その後ごみの分別講座を
やって自分たちで体験してごみ
の分別を学ぶというイベントはど
うか。

次世代を担う子ども達に、ごみ問題をいかに身近なものとして興味を
持ってもらうかは大変重要ですので、いただいたご意見も参考にしな
がら、環境教育的イベントを検討していきます。

4

留学生がもっと日本人と触れ合
えるような交流のイベントを増や
せたら、まちの活性化にもなるの
ではないか。

公益財団法人武蔵野市国際交流協会（ＭＩＡ）では、留学生に地域の
家庭を紹介し、１～２か月に１回、家庭訪問を中心に交流する『「留学
生」むさしのファミリープログラム』を実施しており、2015年度（平成27
年度）は、129名の留学生と84家庭が参加しました。また、年に数回交
流会や講座を開催し、留学生とファミリーが一緒に参加し、交流を広
げる機会を提供しています。さらに、留学生が地域で活躍するきっか
けとするため、留学生が講師となり、お話や料理、工芸などの文化を
地域の人に紹介し、地域の人と交流する機会を持っています。
年に１度の「むさしの国際交流まつり」では、留学生が民族衣装や音
楽やダンスなどの紹介をしたり、地域の人と一緒に運営に関わるボラ
ンティア活動を行ったりするなど、交流の輪が広がっています。
今後も留学生の社会参加の促進のための事業を推進していきます。
留学生の皆さんの積極的な参加をお持ちしています。

5

学生が自分たちでできることを考
えて、有志で集まり、防災活動や
ごみ分別セミナーなど、大学生
のできることを企画するとした
ら、市にはどうやって相談すれば
よいか。

防災活動については、防災課、ごみやリサイクルについては、ごみ総
合対策課が担当していますので、ご相談ください。
内容が複数の分野にわたっていたり、どこに相談していいかわからな
い場合には、市民活動推進課にご相談いただければ、担当課との橋
わたしをいたします。

6

情
報
発
信

市で様々なイベントを行っている
のを知らないという意見が多かっ
たので、宣伝としてラインやツ
イッターを使ってはどうか。

ツイッター・フェイスブックでの発信は随時行っています。ラインについ
ては今後研究していきます。

イ
ベ
ン
ト
・
ま
ち
の
活
性
化

２．当日いただいたご意見と市の回答・対応方針
(※アンケートでいただいたご意見も含みます。また、同じ趣旨のご意見については、一部割愛しています。）
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第62回 テーマ別タウンミーティング
H27.11.12開催・学生(亜細亜大学)

いただいたご意見と市の対応方針

番
号

分
類

ご　意　見 市の回答・対応方針

7

情報発信、宣伝のため、武蔵境
のラインの公式アカウントを作っ
たらよいと思う。学生の９割くらい
はラインをやっているので、ポス
ター等より目にとまると思う。

効果的な情報発信方法については、各団体が検討し、必要に応じ
て、市が支援を行うこととなります。
過去には、市が商店会のホームページ作成やマップ作成を支援した
実績があります。

8

職レポ（職業レポート）。すきっぷ
通りの商店街で、大学生がイン
ターンシップのようなものをして、
職業の内容や商店街についての
情報発信をする。

武蔵境活性化委員会が発行する「iisakaii（いいさかい）」というフリー
ペーパーは、学生が取材・編集をしています。このフリーペーパーは、
武蔵境の地域活性化を目的としており、掲載対象としてすきっぷ通り
商店街も含まれています。

9
武蔵境のおいしい食べ物屋につ
いての食レポを、学生がＳＮＳな
どで情報発信する。

口コミの効果の大きさは、市でも認識しています。良い情報について
は、積極的にSNS等で発信していただきたいと思います。

10
亜細亜大学の学生が、たばこの
ポイ捨てを減らすポスターなどを
つくってはどうか。

環境問題の啓発に関するアクションについて、亜細亜大学をはじめと
した市内および近隣の大学との連携は、重要な課題と考えています。
いただいたご意見も参考にしながら、環境啓発の仕掛けづくりを検討
していきます。

11

市全体でごみ削減についての
キャンペーンを行う。市によるご
みの削減目標を作成し、市民へ
の周知を行う。キャンペーンに協
力をしてくれた市民に何かしら市
からフィードバックを行う。

市では、一般廃棄物処理基本計画において、市民1人一日当たりの
排出目標を定めており、その目標について「武蔵野ごみチャレンジ
600グラム」としてごみ減量のためのキャンペーンを行っています。全
市民対象のごみ減量啓発キャンペーンとしてJR三駅周辺での一斉清
掃活動や、スーパーマーケット店頭でのマイバッグキャンペーンを実
施していますが、ごみの減量目標を記載した花の種等を参加賞として
配布し、ごみの減量目標の周知に努めています。グッズの配布がご
みを増やすことにならないよう配布の効果も検討しながら今後も様々
なキャンペーンを実施していきます。

12
緑
化

市指定の緑化区域を作る。例え
ば市営マンションの屋上や、亜
細亜大学の使われていない屋上
を緑化する。

 市では、緑の基本計画2008において市域全体を都市緑地法に基づ
く緑化重点地区に位置付け、緑を基軸としたまちづくりを進めていま
す。市内の建築行為に際しては、地上部を中心に敷地面積に対し
20％以上の緑地確保を誘導しています。合わせて駅周辺や商業地域
など地上部での緑地確保が難しい地域については、屋上緑化や壁面
緑化を有効な手法として指導しています。しかし、屋上の防水・耐圧
措置や散水機能など維持管理コスト等諸課題から普及が進まない実
態が散見されます。屋上・壁面緑化は日々技術革新が見られますの
で、動向を注視しつつ広く周知啓発を行いながら、これまでの地上部
での緑地確保とともに地域性を考慮したバランス良い緑化推進に努
めていきたいと考えます。

13

公
園
の
美
化

公園などに設置されている公衆
トイレの清掃を、市と学生が協力
してやっていく。広報についても
亜細亜大学の学生がポスターを
作成したりする。

 市では、市民参画による緑を基軸としたまちづくりを進めてきており、
現在、公園緑地を拠点に26団体に「緑ボランティア団体」として、公園
清掃や公園美化等に取り組んでいただいています。この団体の中に
は、学生と一緒に活動しているケースも見受けられ、ボランティア活
動の活性化が行われつつあります。現在、トイレ清掃については専門
業者に委託していますが、学生と市などによる多様な連携が、地域の
力を育み、互いが支え合うまちづくりにも繋がり、望ましい姿と考えま
す。今後も、様々な連携が図れるよう効果的・効率的な情報発信を進
めていきます。

情
報
発
信

ご
み
の
削
減
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第62回　テーマ別タウンミーティング
H27.11.12開催・学生（亜細亜大学）
いただいたご意見と市の対応方針

番
号

分
類

ご　意　見 市の回答・対応方針

14
避難場所がどこにあるかわから
ない。

武蔵野市では、武蔵野市立の小学校12校、中学校６校、都立武蔵高
校、都立武蔵野北高校の合計20カ所を避難所として指定しておりま
す。避難所の場所は、武蔵野市ホームページや、無料で配布をして
いる防災情報マップ、防災ハンドブック等でも広報をしております。

15

避難訓練が、市として実施され
ているのか。実際に災害が起き
た時にどういう対応をすればい
いのか、どれぐらいの被害が予
想されるのかわからない。

平成27年度には、5月16日水防訓練（むさしの市民公園）、8月29日は
らっぱ防災フェスタ（都立中央公園）、10月25日総合防災訓練（市役
所、市内20ヵ所の避難所、武蔵野赤十字病院）、1月16日ボランティア
訓練、3月11日吉祥寺駅周辺帰宅困難者対策訓練、と各種の防災訓
練を行いました。また避難所や地域、集合住宅などでも避難訓練を
行っており、市も要請があった場合に参加しています。
実際に大きな地震がおきた時は、「身の安全」を守る行動をしてくださ
い。室内であれば机やテーブルの下へもぐる。屋外であればかばん
等で頭を守るようにしてください。その後、自身が怪我等なく無事であ
れば、周囲の方と消火や救助などに協力してください。
また、自宅に倒壊や火災の危険がある場合には、近くの一時集合場
所や広域避難場所へ避難してください。その後避難所が開設された
場合には避難所での生活となります。しかし、避難所での生活はスト
レスがたまったり、不自由さを伴うものなので、自宅に倒壊や火災の
危険がない場合には、自宅での生活継続をお願いしています。その
ために、自宅の耐震化対策も行ってください。
武蔵野市の被害想定は最大で市内震度６強、死者数約40人、負傷
者数約800人、全壊・焼失棟数約1,450棟、避難者数（ピーク時）約
32,000人、帰宅困難者は市内全域で約54,000人です。

16

近所付き合いをもっとよくしたり、
お年寄りがどこに住んでいるの
か把握すれば、私たちの若い世
代が何か協力できることがある
のではないか。

市では、災害時に自ら避難することが困難で、何らかの支援が必要
な高齢者・障害者等に対する支援体制づくりを進めています。その一
環として、総合防災訓練及び防災ボランティア訓練では、多数の大学
生ボランティアの方にもご協力いただいておりますので、ぜひご参加
いただければと思います。

17

よく武蔵野市の防災無線を聞く
が、アナウンスが日本語なので、
わからない外国人もいるのでは
ないか。

防災ハンドブックの外国語対応を検討し、外国人に向けた平時からの
情報提供を強化していきたいと思います。

18

大学生に向けて、震災について
学ぶ機会を設けたり、セミナーと
かで大学が宣伝に回ったり全面
極力したり、もっと若者の使う情
報網を使って防災の情報を発信
していってほしい。

現在、小・中学校、高校での防災授業に協力させていただいているた
め、ご希望があれば出前講座を実施させていただきます。また、実施
する際はフェイスブック、ツイッター等のツールを使って広報したいと
思います。具体的なアイディアなどがありましたら、ぜひ防災課にご連
絡ください。

19

学
校
と
の
連
携

高校や中学校、小学校との連携
でやっていることはあるか。例え
ば高校の園芸部から花をもらっ
て駅前に植えるなど。

中学校に小学生が訪問し、生徒会が学校案内をする試みを行ってい
ます。
また、平成27年度には、小・中学校合同で、セカンドスクール報告会
を実施しました。

防
災
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第62回 テーマ別タウンミーティング
H27.11.12開催・学生(亜細亜大学)

いただいたご意見と市の対応方針

番
号

分
類

ご　意　見 市の回答・対応方針

20

意
見
交
換
会

１年生に向けて、４月とかにこう
いう意見交換会を市でやってくれ
るとうれしい。

学生とのタウンミーティングについては、今後も積極的に開催してい
きます。開催時期については、大学側と協議してまいります。
また、タウンミーティングという形でなくとも、ご依頼があれば、市の職
員を派遣して、市の行っていることの説明やイベントの紹介などいた
します。

21
M
I
A

ＭＩＡとコミュニティセンターで連
携がとれているのかどうか知りた
い。コミセン側がＭＩＡに参加でき
れば、外国人との連携がもっとと
れるのではないか。

公益財団法人武蔵野市国際交流協会（ＭＩＡ）では、コミュニティセン
ターで行われるイベントに外国人を派遣し、民族音楽などの演奏会を
開催するなど、連携・協力した事業を展開しています。
また、地域での在住外国人支援の推進にご理解いただけるように、イ
ベントの際には、ＭＩＡの日頃の取組みについて説明しています。
ＭＩＡの広報誌やイベントチラシをコミセンに随時送付しており、コミセ
ンがＭＩＡのイベントなどに参加しやすい環境づくりも行っています。今
後も引き続き、地域との連携・協力事業を推進していきます。
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第62回タウンミーティング
H27.11.12開催・亜細亜大学
アンケート記入感想

1
市長さんが気さくな人だったし、雰囲気がお固くならないでできたので参加しやすかった。
少人数なので話しやすかった。今度市役所に行ってみたいと思った。

2
意見交換しやすかったが、皆が学生であるため市の情報に関心をあまり持ってないことに気
づきました。市役所ではいろいろなことを実際に行っていると聞き、様々な情報発信が必要
ではないかと思いました。

3
市長や議員の方と話して、武蔵野市のことを全く理解していなかったことがわかった。たく
さん災害対策のことを聞けて良い機会を与えて下さったと思っています。他の人にも参加し
てもらいたいので、様々な場所で開催してほしいです。本日はありがとうございました。

4

市民と市長のタウンミーティングを通して、普段あまりじっくりと考えることがなかった
テーマについて考え話し合うことができたのでよかったです。私のチームは災害に強いまち
づくりがテーマだったのですが、いろいろな人の意見や市長さんのお話が聞けてとても勉強
になりました。

5
実際に市長や議員さんと交流でき、武蔵野市にもっと興味がわく機会となりました。現在大
学３年生ですが、もっと早い段階でこのような機会があればよかったです。

6
すごく参加・発言しやすい雰囲気でよかった。ただ、時間が足りないと思ったので、時間に
余裕があればもっと良いミーティングになり、提案も増えると思いました。

7
直接自分たちの考えを伝えることができる大変いい機会だと思ったので、今後もこういう
ミーティングを増やしていっても良いと思う。

8 ワークショップと市長のコメントの組み合わせは学生に対する学習効果が高いと思う。

9
今回のミーティングを通して、武蔵野市との絆がいっそう深まってきたような気がします。
これから学生と武蔵野市が協力していくことを期待しております。

３．アンケートでいただいた感想
　　（※アンケートの自由回答欄でいただいた感想のうち、主なものを掲載しています。）

※アンケートは傍聴の方も含みます。
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第 62回 
市民と市長の 

テーマ別 
 

タウンミーティング 
 

テーマ 「学生がまちづくりに協力できること」 

内容 武蔵野市に在住在学の学生が、市長と意見交換を行います。 

日時 11月 12日(木) 午後 7時～9時 

場所 亜細亜大学 5号館 2階 524教室 
 

武蔵野市境 5‐24‐10 

主催 武蔵野市 

協力 亜細亜大学 

【お問い合わせ】 

武蔵野市 市民生活推進課 市民相談係 

TEL：0422-60-1829 FAX：0422-51-2000 

＊５号館へは南門からお入りください。 

◆当日直接会場へお越しください。 

◆お車でのご来場はご遠慮ください。 

ＪＲ武蔵境駅北口

から徒歩 12分 

南門 

ちらしデザイン：亜細亜大学 榎本真美さん 

http://www.asia-u.ac.jp/uploads/images/20150424164318-2.jpg




 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

第６２回  

 

テーマ別 

市民と市長のタウンミーティング 

 

報 告 書 

 

発行 平成２８年３月 

    武蔵野市 市民部 市民活動推進課 

    武蔵野市緑町２丁目２番２８号 

     電話(0422)60-1829（直通） 
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